




A Study on Positioning of "plan" 






　2004 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震（以下、「中越地
震」とする）は、地すべりなど地盤の被害が各地で発生するなど、
農業を中心として生活を行ってきた中山間地域が大きな被害を






























































































































3,508 人であった人口が、2000 年には 2,222 人まで減少し、高齢































































































































232東山 4 地区 45 190
塩谷 24 101






































































































































油夫 20 9 7 2 45％
梶金 29 20 18 2 69％
木籠 25 16 10 6 64%
大久保 21 12 9 3 57%
池谷 34 13 12 1 38％
楢木 29 12 10 2 41％






塩谷 49 20 15 14 41%
十二平 11 0 10 1 0%
荷頃 39 11 9 9 28%
蘭木 34 14 11 9 41%
岩間木 33 19 0 14 57%
首沢 16 5 7 4 31%
朝日 40 27 4 9 67%
寺沢 23 20 0 3 87%
中山 16 16 0 0 100%
小栗山 33 21 0 12 64%
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